
紹
和
三
十
四
年
七
月
　
凹
運
輸
省
特
別
扱
承
認
雑
誌
第
四
鶯
三
號

箏
成
十
八
年
四
月
十
凹
狡
行

第五百八十一號

成十八年四月十E磯行

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
数
理
と
自
然
の
概
念
と

形
而
上
学
…
：
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
・
小

京
都
学
派
と
宗
教
哲
学
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
氣

　
…
1
西
田
…
幾
多
郎
か
ら
西
谷
啓
治
…
へ
一

林
道
夫

多
雅
子

ラ
ッ
セ
ル
の
論
理
主
義
に
お
け
る
非
基
礎
付
け
主
義

　
：
：
：
：
…
：
：
…
：
・
：
…
：
…
：
：
…
…
・
…
：
…
：
：
：
：
：
久
木
田
水
生

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
西
谷
啓
治
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
小
野
　
　
真

心
と
音
声
の
パ
ラ
レ
リ
ズ
ム
…
…
…
…
…
：
…
：
…
：
…
小

　
ー
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
の
聴
覚
論
一

彙
報

林
　
　
剛

京都大學大學院文學研究科内

學會哲京都



京
都
哲
学
会
規
約

～、

{
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
O
会
誌
「
哲
学
研
究
」
を
発
行
す
る
。

　
口
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　
日
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

　
委
員
会
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
代
表
一
名
を
お
く
。
委
員
は

　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
旧
風
学
科
系
所
属
教
宮
の

　
有
志
、
お
よ
び
委
員
会
に
お
い
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
委
員
会
の
中
に
「
哲
学
研
究
」
の
編
集
委
員
会
を
お
く
。

五
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
員
は
会
員
の
中
か

　
ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

六
、
本
会
は
会
員
紐
織
と
し
、
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

　
な
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て

　
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
会
員
は
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌
代
五
、
O
O
O
円

　
（
数
冊
分
）
を
前
納
す
る
。

八
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
に
お

　
く
。

十
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幅根中中徳出田杉三和氣川片細論内宇摩伊伊板池芦藍赤
　　　　　　　　　　　　　　　　佐
谷立村三遍口中村井林多添柳合阪井美藤藤藤倉田名田島

京
都
哲
学
会
場
員

　研俊正宗康紀靖芳道雅信榮恵直惣文邦公和昭秀定　明
　　　　　　　　　　　　　美
茂介春志雄夫行彦雄和子介一子行七理武雄行二三道宏彦

御水松藤藤

崎牧谷田田田

　克雅言正和

泉己彦二勝生

（
＊
京
都
哲
学
会
代
表
）



哲
学
研
究
　
第
五
蕎
八
十
～
号

一
〇
八

彙

報

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
記
事

　
恒
例
の
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
は
平
成
十
七
年
十
～
月
三
瞬
（
木
）
午

後
｝
蒋
半
か
ら
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
新
館
第
三
講
義
室
に
お
い

て
左
記
の
如
く
行
わ
れ
た
。

　
　
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
暫
学
史
の
二
つ
の
系
譜

　
　
　
　
　
奈
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
　
　
赤
松
　
明
彦

　
一
、
デ
カ
ル
ト
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
数
理
と
臨
然
の
概
念

　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
　
　
小
林
　
道
夫

　
講
演
会
は
数
多
く
の
会
員
の
方
々
の
三
鷹
を
得
て
盛
会
で
あ
っ
た
。
ま
た

講
演
会
終
了
後
、
京
大
会
館
に
お
い
て
懇
親
会
を
も
ち
、
多
数
の
会
蝿
が
講

演
者
と
と
も
に
討
論
と
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

二
　
外
国
人
学
者
来
訪
講
演
会
記
事

　
平
成
十
七
年
七
月
よ
り
岡
年
十
二
月
末
ま
で
に
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
の
旧
誓
学
系
諸
研
究
室
の
主
催
な
い
し
共
催
の
も
と
に
行
わ
れ
た
外

国
人
学
者
に
よ
る
講
演
会
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
な
お
C
O
£
関
連
で

綴
悶
催
さ
れ
た
講
演
会
は
こ
こ
に
は
含
ま
な
い
。
）

　
カ
ー
ル
・
カ
ヅ
セ
ゴ
…
ル
博
士
（
O
o
櫛
。
び
。
桟
騨
q
¢
ゑ
く
①
尻
。
ワ
営
《
　
東
洋
一
ア
フ
ヲ

　
カ
襟
四
灘
澱
文
化
研
究
所
V

　
　
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
見
た
日
本
社
会
扁

　
　
　
平
成
十
七
年
七
月
八
日
　
於
京
都
大
学
文
学
研
究
科
薪
館
第
六
講
義

　
　
　
室

　
「
社
会
運
動
に
お
け
る
円
×
圃
6
と
く
○
同
O
円
偏

　
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
二
日
　
於
同
館
拙
会
学
共
同
研
究
室

℃
門
O
h
O
質
い
鋤
ヨ
σ
2
・
け
ω
0
7
ヨ
置
7
簿
¢
ω
①
二
　
（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
）

　
「
需
①
8
器
錠
Φ
鼠
轟
昏
①
ω
＄
ε
ω
o
二
重
雪
け
ω
ぎ
魯
呪
ぐ
6
等
＆
二
一
。
・
ヨ
扁

　
　
平
成
十
七
年
十
月
八
曝
　
於
同
館
第
　
講
義
二

次三一u■　　ζコ

削　ツヲ

　
特
集
「
始
源
の
思
索
」

○
口
二
お
○
ユ
α
Q
言
o
h
昏
⑦
卜
Q
魯
勢

　
：
：
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
・
：
・
罎
二
護
①
0
8
0
丙
¢
Z
諺
○
諺

根
源
の
現
れ
と
し
て
の
文
の
意
味
と
直
観

　
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
赤
松

ア
テ
ィ
シ
ャ
の
論
理
学
に
対
す
る
立
場

　
…
：
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
：
…
窟
崎

中
国
為
術
理
論
史
序
説
…
…
…
…
…
宇
佐
美

メ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ク
ス
、
想
起
、
仮
設
法
、

　
根
拠
の
推
理
と
ラ
リ
サ
へ
の
道

　
－
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
お
け
る
本
格
的
認
識
論

　
　
の
始
ま
り
一
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
金
　

・
田

ロ
ゴ
ス
と
ミ
ュ
ー
ト
ス
…
…
：
…
：
・
・
醒
　
方

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
…
シ
ョ
ソ
と
倫
理
学
（
下
）

　
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
水
　
遅

明
　
彦

　
　
凶

猛
　
理

栄 弥

平

雅
　
彦



A置

告

、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま
せ

ん
。
入
会
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
区
畜
田
本
町
京
都
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
内
京
都
哲
学
会
（
振
替
口
座
○
一
〇
二
〇

1
｝
1
四
〇
三
九
　
京
都
哲
学
会
）
宛
に
年
会
費
一
、
○
○
○

円
と
会
誌
代
五
、
○
○
○
円
（
数
劉
分
）
を
お
支
払
下
さ
い
。
又

会
員
へ
の
会
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
発
売
に
関

す
る
一
切
は
乗
京
都
千
代
田
区
麹
町
二
…
六
…
七
創
文
社
（
振

替
口
座
○
○
一
二
〇
…
○
一
九
二
四
七
二
）
宛
に
願
い
ま
す
。

、
会
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
学
会
宛
に
御
通
知
事
さ
い
。

、
本
誌
の
編
集
に
関
す
る
通
信
・
新
刊
欝
・
寄
贈
雑
誌
等
は
本

会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

、
本
誌
へ
の
論
文
の
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
本
会
会
員
の
み
受

付
け
、
掲
載
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
と
編
集
委
員

会
で
委
嘱
し
た
委
員
（
若
干
名
）
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員

会
で
決
定
す
る
。
（
本
会
主
催
の
公
開
講
演
会
の
講
演
原
稿
の

掲
載
な
ど
、
編
集
委
員
会
依
頼
に
よ
る
論
文
掲
載
に
つ
い
て

は
、
こ
の
重
り
で
は
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
T
六
〇
六
一
八
五
〇
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
七
灘
…
七
五
三
…
二
七
三
三
）

平
成
十
八
年
四
月
五
日
　
印
刷

平
成
十
八
年
四
月
十
日
　
発
行

編
集
兼

発
行
人

編
集
委
員

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

儀
　
都
　
哲
　
学

赤内学伊

松井多望

馬陸雅邦

会彦七子武

発
売
所
　
盤
詩

型
　
刷
　
灰

文

社

説
　
保
　
井
　
浩
　
俊

振電東〒

　　都㎜
○Ω千○
〇三代二

諜
ロ　　　　
九1一
二二七i

羅一ン・

七〇i
ニー七

株
式
会
社
暁
印
麟

註
　
文
　
規
　
定

｝、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共

三
円
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
。

（一

煤
A
送
料
七
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